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本荘由利木材流通センター
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出材量・販売量・販売率

１２月４日

12月：出品数量が少ないこともあったが、曲がり材も含め、引き合いが強く完売。単価も前月比で強含み。
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木材流通センター　由利本荘市西目町沼田字新道下
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１０１９̶１ １０２０̶１製材工場『木香里』 由利本荘市西目町沼田字新道下

… 各種届け出のお願い …

　相続等による名義変更をされていない方は速やかにお手続きをお願いいたします。特に自己都合による
脱退については、今年度脱退の締切が令和６年１月末と期日が迫っておりますのでご注意ください。ご不
明な点がございましたらご遠慮なくお問い合わせください。

●賦課金納入

　令和５年度分の賦課金について、未納の方は速やかにご入金ください。納入方法、納入先、また納入
有無の確認等、ご不明の点がありましたらご連絡ください。

●相続届

　相続開始後９０日以内にご提出ください。郵便物が亡くなった方の名前で届いてしまうほか、補助申請
や選挙などに支障をきたす場合がございます。速やかにお手続きをお願いいたします。
　なお、法的に相続放棄をしている等で相続人がいない場合は当組合へお問い合わせください。

●法人、団体、代表者名の変更

　法人、団体、地域等、団体名で加入されている組合員様で、「団体名の変更」又は「代表者名の変更」
がございましたら届け出をしていただく必要がありますのでお問い合わせください。

●住所及び所有山林面積の変更届等

　組合からの郵送物が届かない、電話連絡が取れない方がいらっしゃいます。引っ越し等で住所や連絡
先に変更がありましたら、お早めにご連絡ください。また、所有山林面積に変更がある場合、来年度の
賦課金額に変更が生じるため、こちらもお早めにお手続きをお願いいたします。

●脱退届

　自己都合で組合から脱退をご希望される方の、今年度内の脱退届の提出締切は令和６年１月末となって
おります。締切日以降の提出となった場合は翌年度での脱退となり、令和６年度の賦課金の請求対象となっ
てしまうため、年度内の脱退をご希望の方は速やかにお手続きをお願いいたします。所有山林をすべて売
却した等の理由で組合員資格を喪失した場合の脱退については、令和６年３月末までにお手続きいただけ
れば今年度内の脱退となります。

第 147 号

令和６年１月１日
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新年のごあいさつ新年のごあいさつ

代表理事組合長 小　松　佳　和

代
表
理
事
組
合
長

　小

　松

　佳

　和

副
組
合
長
理
事

　佐
々
木

　法

　夫

副
組
合
長
理
事

　鈴

　木

　
　
　充

理

　
　
　
　事

　佐

　藤

　健

　一

理

　
　
　
　事

　齋

　藤

　惣
一
郎

理

　
　
　
　事

　今

　野

　廣

　一

理

　
　
　
　事

　佐

　藤

　勝

　榮

理

　
　
　
　事

　佐

　藤

　
　
　衛

理

　
　
　
　事

　板

　垣

　正

　昭

理

　
　
　
　事

　小

　松

　幸

　夫

理

　
　
　
　事

　武

　田

　清

　光

理

　
　
　
　事

　佐

　藤

　
　
　勉

理

　
　
　
　事

　三

　浦

　
　
　功

理

　
　
　
　事

　熊

　谷

　典

　夫

理

　
　
　
　事

　伊

　藤

　修

　二

理

　
　
　
　事

　田

　口

　
　
　基

理

　
　
　
　事

　小

　番

　
　
　勲

理

　
　
　
　事

　小
笠
原

　俊

　彦

理

　
　
　
　事

　鈴

　木

　敏

　規

理

　
　
　
　事

　浅

　田

　照

　信

代
表
監
事

　佐

　藤

　憲

　一

監

　
　
　
　事

　村

　上

　佐
左
衛
門

監

　
　
　
　事

　加

　藤

　
　
　進

　
　
　
　
　
　
　
　外

　職
員
一
同

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
組
合
員
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
、
令
和
六
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お

迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
、
当
森
林
組
合
の
活

動
に
対
し
ま
し
て
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
五
類
に
移
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
感
染
拡
大
が

懸
念
さ
れ
る
中
に
も
、
ひ
と
ま
ず
私
た
ち
の
生
活
も
社
会
経
済
活
動
も
落
ち
着
き
を
取
り
戻

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、
四
年
ぶ
り
に
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
戻
っ
て
の
第
二
十
九
回
通
常
総
代
会
を
は
じ

め
、
第
十
五
回
森
林
組
合
ま
つ
り
、
連
絡
員
会
議
等
を
盛
会
裡
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
を
機
に
、
国
産
材
の
活
用
が
見
直
さ
れ
て
い
る
中
、
県
下

一
の
ス
ギ
人
工
林
資
源
を
活
動
基
盤
と
す
る
当
森
林
組
合
で
は
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を

推
進
す
る
た
め
の
再
造
林
事
業
や
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
寄
与
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
用
チ

ッ
プ
の
生
産
、
木
材
の
安
定
流
通
に
向
け
た
共
販
・
製
材
事
業
、
さ
ら
に
は
、
森
林
環
境
譲

与
税
を
活
用
し
た
森
林
の
健
全
化
整
備
な
ど
で
、
県
内
の
森
林
組
合
系
統
を
牽
引
す
る
活
動

を
継
続
し
て
お
り
ま
す
。
他
方
、
本
年
度
か
ら
、
近
年
の
社
会
情
勢
と
職
員
の
働
き
や
す
さ

に
照
ら
し
て
、
完
全
週
休
二
日
制
を
導
入
し
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
雇
用
管
理
の
改
善
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
関
係
諸
機
関
と
緊
密
に
連
携
し
、
資
源
の
循

環
利
用
と
適
切
な
管
理
及
び
人
材
の
確
保
・
育
成
等
を
推
進

す
る
こ
と
で
地
域
の
中
核
的
担
い
手
と
し
て
の
責
務
を
果
た

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
組
合
員
を
は

じ
め
関
係
者
の
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
方
の
ご
多
幸
、
ご
健
勝
を
ご
祈
願
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令和６年４月１日より
相続登記の義務化が開始されます！

令和６年４月１日より
相続登記の義務化が開始されます！

　令和６年４月１日より「民法等の一部を改正する法律」が施行され、相続登記が義務化となります。
これにより、定められた期間内に所有権の移転登記手続きを行わないと、罰則規定が設けられること
になります。
　当組合で相続加入の手続きを行った方々の中にも、正式に所有山林の移転登記を実施されていない組
合員の方が多く見受けられます。所有山林の移転登記は当組合への相続加入手続きと別に法務局に対し
届出を行わなければならないので、移転登記をされていない方は司法書士等にご相談の上、移転登記の
実施をお薦めいたします。
　今回の改正のポイントについては以下のとおりです。

　相続により（遺言による場合を含む。）不動産を取得した相続人は、相続により所有権を

取得したことを知った日から３年以内に相続登記の申請しなければならない。また、遺産分

割協議の成立により、不動産を取得した相続人は、遺産分割協議が成立した日から３年以内

に、その内容を踏まえた登記の申請をしなければならない。なお、正当な理由※がないにも

かかわらず申請をしなかった場合には、１０万円以下の過料が科されることがある。

　なお、施行日より以前に相続となった場合も対象となりますので、ご注意ください。

※１．相続登記を放置したために相続人が極めて多数に上り、戸籍謄本等の必要な資料の収集や他の相続人

　　　の把握に多くの時間を要するケース

　２．遺言の有効性や遺産の範囲等が争われているケース

　３．申請義務を負う相続人自身に重病等の事情があるケース、など

・不動産を売れない、担保設定ができない

・権利関係が複雑になり余計な費用が必要に

・認知症等で遺産分割が困難に

・他の相続人の債権者による差し押さえも

・登記に必要な書類が入手困難に

相続登記手続きを

放置していると

こんなことにも

こんな心当たりはありませんか？こんな心当たりはありませんか？
□住宅、土地が亡くなった親又は祖父母の名義になっている（変更した記憶がない）

□遠方に土地があるが、何十年も現地を見に行っていないし謄本も見ていない

□名義人が既に他界しているが、どうしたら良いかわからずにそのままにしている

□家族構成に複雑な事情があるので今後の相続が不安だ ・・・など

当てはまる項目がある方は、近隣の司法書士へのご相談をお薦めいたします。
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第
29
回 

労
働
安
全
衛
生
大
会

第
29
回 

労
働
安
全
衛
生
大
会

　
12
月
8
日
（
金
）、
第
29
回
労
働
安

全
衛
生
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
の
大
会
は
、
安

全
に
対
す
る
意
識
を
よ
り
高
め
る
た
め

に
、
職
員
・
技
能
班
を
対
象
に
開
か
れ

て
い
ま
す
。

　
大
会
で
は
、
安
全
講
話
を
行
い
、
優

良
運
転
者
へ
の
表
彰
、
代
表
職
員
に
よ

る
安
全
宣
言
を
行
っ
て
、
労
働
災
害
ゼ

ロ
を
誓
い
ま
し
た
。

　
安
全
講
話
で
は
、
由
利
本
荘
警
察
署

交
通
課
交
通
指
導
兼
交
通
規
制
係
長
の

太
田
武
氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、

「
由
利
本
荘
警
察
署
管
内
の
交
通
情
勢

に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

【大会宣言】

　私達は、安全管理の重要性及び労働災害防
止活動を確認し、本大会の開催を契機に無事
故・無災害の決意を新たに、災害防止対策を
全力で取り組む事をここに宣言致します。

林産販売課  小松 竜太

高める意識と安全行動
築こうみんなのゼロ災職場

〜 

優
良
運
転
者
表
彰 

〜

■無事故無違反

２０年　五十嵐　仁（加工課技能職員）

１５年　植田　潤一（加工課職員）

三浦　　淳（林販課技能職員）

小川　喜彦（加工課技能職員）

熊田　聖二（林販課技能職員）

１０年　武田　　惠（矢島支所職員）

長沼　桃子（造林課職員）

金湖　靖彦（加工課技能職員）

小沼　大輔（林販課技能職員）

佐々木秀樹（加工課技能職員）

■無事故無違反

　２５年　阿　部　正　輝（林販課職員）

阿　部　　　清（林販課技能職員）

　２０年　阿　部　　　久（林販課職員）

古　川　　　暢（東由利支所職員）

渡　邊　正　明（林販課技能職員）

　１５年　遠　藤　佳　苗（林販課職員）

高　橋　　　敦（加工課技能職員）

　１０年　斎　藤　　　肇（加工課技能職員）

　
令
和
５
年
11
月
17
日
（
金
）「
秋
田
テ
ル
サ
」（
秋
田
市

御
所
野
）
に
お
い
て
、
第
67
回
秋
田
県
森
林
組
合
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
の
10
組
合
の
役
職
員
の
他
、
秋
田
県
知
事
、
東
北

森
林
管
理
局
長
、
秋
田
県
議
会
議
長
、
森
林
・
林
業
・
林

産
業
活
性
化
推
進
議
員
の
会
会
長
、
秋
田
県
議
会
農
林
水

産
委
員
長
、
農
林
中
央
金
庫
秋
田
支
店
長
、
全
国
森
林
組

合
連
合
会
会
長
等
の
御
来
賓
及
び
多
く
の
林
業
関
係
者
が

出
席
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
県
森
連
副
会
長
を
務
め
る
小
松
組
合
長
の
宣
言

で
開
会
し
、
佐
藤
重
芳
県
森
連
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
御

来
賓
の
御
祝
辞
と
御
祝
電
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
で

は
林
業
の
持
続
的
展
開
と
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の

貢
献
に
よ
る「
グ
リ
ー
ン
成
長
」の
実
現
、県
産
材
の
供
給
・

利
用
拡
大
に
向
け
た
対
策
の
推
進
に
取
り
組
む
こ
と
を
誓

い
ま
し
た
。

◆ 

優
良
現
場
技
能
者

　

 

秋
田
県
森
林
組
合
連
合
会
会
長
賞

　

  

　佐

　藤

　嘉

　一
（
林
産
販
売
課
）

　

  

　斉

　藤

　一

　樹
（
林
産
販
売
課
）

　

  

　伊

　藤

　優

　貴
（
加

　工

　課
）

　

  

　小

　松

　竜

　太
（
林
産
販
売
課
）

　
我
々
系
統
は
、
新
た
な
系
統
運
動
方
針
「
Ｊ
Ｆ
ｏ
ｒ
ｅ

ｓ
ｔ
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
」
の
下
、
約
３
万
人
の
組
合
員

と
一
丸
と
な
っ
て
、
再
造
林
の
推
進
に
よ
る
資
源
の
循
環

利
用
と
適
切
な
経
営
管
理
の
推
進
、
人
材
の
確
保
・
育
成

等
に
よ
り
、
森
林
・
林
業
の
持
続
的
な
発
展
に
取
り
組
む

決
意
で
あ
る
。

　
本
日
こ
こ
に
、
第
67
回
秋
田
県
森
林
組
合
大
会
を
開
催

し
、
次
の
事
項
の
実
現
に
森
林
組
合
系
統
の
総
力
を
あ
げ

て
邁
進
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
林
業
の
持
続
的
展
開
と
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ

　
　
の
貢
献
に
よ
る
「
グ
リ
ー
ン
成
長
」
の
実
現

二
、
県
産
材
の
供
給
・
利
用
拡
大
に
向
け
た
対
策
の
推
進

三
、
森
林
組
合
系
統
再
造
林
５
５
０
運
動
の
展
開

　
　（
５
年
間
で
再
造
林
50
％
以
上
を
実
現
）

以
上
、
決
議
す
る
。

令
和
５
年
11
月
17
日
　
　
　
　

第
67
回
秋
田
県
森
林
組
合
大
会

【
決

　議
】

　10月30日（月）、北海道・東北ブロック「令和５年度林業グループコンクール」が青森県青森市にて開催
され、令和５年１月の秋田県大会で優秀賞を獲得し秋田県代表となった本荘由利森林組合林業研究会が事
例発表を行いました。
 北海道・東北代表としては山形県代表の大江町光林会様が選出され、当研究会は残念ながら選外という
結果になりましたが、代表となったグループの事例発表と当研究会の活動には合致する部分も多く、取り組
みの方向性は間違っていないということを実感することができました。
 依然林業ではＩＣＴ化の動きが鈍いところではありますが、我々を含めた全国の林業グループの活動が業
界に新たなイノベーションを起こすきっかけとなれるよう取り組みを継続し、
その時代に適応した新しい林業の形を作り上げていきたいと思います。

北海道・東北ブロック「令和５年度林業グループコンクール」

第

６７

回 

秋

田

県

森

林

組

合

大

会

◆第１位（北海道・東北代表）
　山形県／大江町光林会「スマホを持って所有林を探しに行こう」
◆第２位（副代表）
　福島県／会津里山森林資源育成研究会
　　　　「会津桐の苗木生産と普及を通じた桐森林資源の育成等への取り組み」
◆次点（以下、発表順）
　宮城県／一迫林業研究会「半世紀を見据える山の男たちのこれまでとこれから」
　北海道／置戸町林業グループ「次世代に伝える林業への思い」
　青森県／青森県グリーンマイスター協議会
　　　　「林業技術及び安全作業意識の向上！～林業の社会的地位の向上と次世代の担い手育成を目指す～」
　岩手県／岩手県森林組合青年部連絡協議会「お山食堂からはじまる林業のみらい」
　秋田県／本荘由利森林組合林業研究会「スマート林業における電子データで管理する山林情報」
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第
29
回 

労
働
安
全
衛
生
大
会

第
29
回 

労
働
安
全
衛
生
大
会

　
12
月
8
日
（
金
）、
第
29
回
労
働
安

全
衛
生
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
の
大
会
は
、
安

全
に
対
す
る
意
識
を
よ
り
高
め
る
た
め

に
、
職
員
・
技
能
班
を
対
象
に
開
か
れ

て
い
ま
す
。

　
大
会
で
は
、
安
全
講
話
を
行
い
、
優

良
運
転
者
へ
の
表
彰
、
代
表
職
員
に
よ

る
安
全
宣
言
を
行
っ
て
、
労
働
災
害
ゼ

ロ
を
誓
い
ま
し
た
。

　
安
全
講
話
で
は
、
由
利
本
荘
警
察
署

交
通
課
交
通
指
導
兼
交
通
規
制
係
長
の

太
田
武
氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、

「
由
利
本
荘
警
察
署
管
内
の
交
通
情
勢

に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

【大会宣言】

　私達は、安全管理の重要性及び労働災害防
止活動を確認し、本大会の開催を契機に無事
故・無災害の決意を新たに、災害防止対策を
全力で取り組む事をここに宣言致します。

林産販売課  小松 竜太

高める意識と安全行動
築こうみんなのゼロ災職場

〜 

優
良
運
転
者
表
彰 

〜

■無事故無違反

２０年　五十嵐　仁（加工課技能職員）

１５年　植田　潤一（加工課職員）

三浦　　淳（林販課技能職員）

小川　喜彦（加工課技能職員）

熊田　聖二（林販課技能職員）

１０年　武田　　惠（矢島支所職員）

長沼　桃子（造林課職員）

金湖　靖彦（加工課技能職員）

小沼　大輔（林販課技能職員）

佐々木秀樹（加工課技能職員）

■無事故無違反

　２５年　阿　部　正　輝（林販課職員）

阿　部　　　清（林販課技能職員）

　２０年　阿　部　　　久（林販課職員）

古　川　　　暢（東由利支所職員）

渡　邊　正　明（林販課技能職員）

　１５年　遠　藤　佳　苗（林販課職員）

高　橋　　　敦（加工課技能職員）

　１０年　斎　藤　　　肇（加工課技能職員）

　
令
和
５
年
11
月
17
日
（
金
）「
秋
田
テ
ル
サ
」（
秋
田
市

御
所
野
）
に
お
い
て
、
第
67
回
秋
田
県
森
林
組
合
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
の
10
組
合
の
役
職
員
の
他
、
秋
田
県
知
事
、
東
北

森
林
管
理
局
長
、
秋
田
県
議
会
議
長
、
森
林
・
林
業
・
林

産
業
活
性
化
推
進
議
員
の
会
会
長
、
秋
田
県
議
会
農
林
水

産
委
員
長
、
農
林
中
央
金
庫
秋
田
支
店
長
、
全
国
森
林
組

合
連
合
会
会
長
等
の
御
来
賓
及
び
多
く
の
林
業
関
係
者
が

出
席
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
県
森
連
副
会
長
を
務
め
る
小
松
組
合
長
の
宣
言

で
開
会
し
、
佐
藤
重
芳
県
森
連
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
御

来
賓
の
御
祝
辞
と
御
祝
電
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
で

は
林
業
の
持
続
的
展
開
と
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の

貢
献
に
よ
る「
グ
リ
ー
ン
成
長
」の
実
現
、県
産
材
の
供
給
・

利
用
拡
大
に
向
け
た
対
策
の
推
進
に
取
り
組
む
こ
と
を
誓

い
ま
し
た
。

◆ 

優
良
現
場
技
能
者

　

 

秋
田
県
森
林
組
合
連
合
会
会
長
賞

　

  

　佐

　藤

　嘉

　一
（
林
産
販
売
課
）

　

  

　斉

　藤

　一

　樹
（
林
産
販
売
課
）

　

  

　伊

　藤

　優

　貴
（
加

　工

　課
）

　

  

　小

　松

　竜

　太
（
林
産
販
売
課
）

　
我
々
系
統
は
、
新
た
な
系
統
運
動
方
針
「
Ｊ
Ｆ
ｏ
ｒ
ｅ

ｓ
ｔ
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
」
の
下
、
約
３
万
人
の
組
合
員

と
一
丸
と
な
っ
て
、
再
造
林
の
推
進
に
よ
る
資
源
の
循
環

利
用
と
適
切
な
経
営
管
理
の
推
進
、
人
材
の
確
保
・
育
成

等
に
よ
り
、
森
林
・
林
業
の
持
続
的
な
発
展
に
取
り
組
む

決
意
で
あ
る
。

　
本
日
こ
こ
に
、
第
67
回
秋
田
県
森
林
組
合
大
会
を
開
催

し
、
次
の
事
項
の
実
現
に
森
林
組
合
系
統
の
総
力
を
あ
げ

て
邁
進
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
林
業
の
持
続
的
展
開
と
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ

　
　
の
貢
献
に
よ
る
「
グ
リ
ー
ン
成
長
」
の
実
現

二
、
県
産
材
の
供
給
・
利
用
拡
大
に
向
け
た
対
策
の
推
進

三
、
森
林
組
合
系
統
再
造
林
５
５
０
運
動
の
展
開

　
　（
５
年
間
で
再
造
林
50
％
以
上
を
実
現
）

以
上
、
決
議
す
る
。

令
和
５
年
11
月
17
日
　
　
　
　

第
67
回
秋
田
県
森
林
組
合
大
会

【
決

　議
】

　10月30日（月）、北海道・東北ブロック「令和５年度林業グループコンクール」が青森県青森市にて開催
され、令和５年１月の秋田県大会で優秀賞を獲得し秋田県代表となった本荘由利森林組合林業研究会が事
例発表を行いました。
 北海道・東北代表としては山形県代表の大江町光林会様が選出され、当研究会は残念ながら選外という
結果になりましたが、代表となったグループの事例発表と当研究会の活動には合致する部分も多く、取り組
みの方向性は間違っていないということを実感することができました。
 依然林業ではＩＣＴ化の動きが鈍いところではありますが、我々を含めた全国の林業グループの活動が業
界に新たなイノベーションを起こすきっかけとなれるよう取り組みを継続し、
その時代に適応した新しい林業の形を作り上げていきたいと思います。

北海道・東北ブロック「令和５年度林業グループコンクール」

第

６７

回 

秋

田

県

森

林

組

合

大

会

◆第１位（北海道・東北代表）
　山形県／大江町光林会「スマホを持って所有林を探しに行こう」
◆第２位（副代表）
　福島県／会津里山森林資源育成研究会
　　　　「会津桐の苗木生産と普及を通じた桐森林資源の育成等への取り組み」
◆次点（以下、発表順）
　宮城県／一迫林業研究会「半世紀を見据える山の男たちのこれまでとこれから」
　北海道／置戸町林業グループ「次世代に伝える林業への思い」
　青森県／青森県グリーンマイスター協議会
　　　　「林業技術及び安全作業意識の向上！～林業の社会的地位の向上と次世代の担い手育成を目指す～」
　岩手県／岩手県森林組合青年部連絡協議会「お山食堂からはじまる林業のみらい」
　秋田県／本荘由利森林組合林業研究会「スマート林業における電子データで管理する山林情報」



本荘由利森林組合だより5 本荘由利森林組合だより 2

新年のごあいさつ新年のごあいさつ

代表理事組合長 小　松　佳　和

代
表
理
事
組
合
長

　小

　松

　佳

　和

副
組
合
長
理
事

　佐
々
木

　法

　夫

副
組
合
長
理
事

　鈴

　木

　
　
　充

理

　
　
　
　事

　佐

　藤

　健

　一

理

　
　
　
　事

　齋

　藤

　惣
一
郎

理

　
　
　
　事

　今

　野

　廣

　一

理

　
　
　
　事

　佐

　藤

　勝

　榮

理

　
　
　
　事

　佐

　藤

　
　
　衛

理

　
　
　
　事

　板

　垣

　正

　昭

理

　
　
　
　事

　小

　松

　幸

　夫

理

　
　
　
　事

　武

　田

　清

　光

理

　
　
　
　事

　佐

　藤

　
　
　勉

理

　
　
　
　事

　三

　浦

　
　
　功

理

　
　
　
　事

　熊

　谷

　典

　夫

理

　
　
　
　事

　伊

　藤

　修

　二

理

　
　
　
　事

　田

　口

　
　
　基

理

　
　
　
　事

　小

　番

　
　
　勲

理

　
　
　
　事

　小
笠
原

　俊

　彦

理

　
　
　
　事

　鈴

　木

　敏

　規

理

　
　
　
　事

　浅

　田

　照

　信

代
表
監
事

　佐

　藤

　憲

　一

監

　
　
　
　事

　村

　上

　佐
左
衛
門

監

　
　
　
　事

　加

　藤

　
　
　進

　
　
　
　
　
　
　
　外

　職
員
一
同

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
組
合
員
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
、
令
和
六
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お

迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
、
当
森
林
組
合
の
活

動
に
対
し
ま
し
て
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
五
類
に
移
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
感
染
拡
大
が

懸
念
さ
れ
る
中
に
も
、
ひ
と
ま
ず
私
た
ち
の
生
活
も
社
会
経
済
活
動
も
落
ち
着
き
を
取
り
戻

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、
四
年
ぶ
り
に
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
戻
っ
て
の
第
二
十
九
回
通
常
総
代
会
を
は
じ

め
、
第
十
五
回
森
林
組
合
ま
つ
り
、
連
絡
員
会
議
等
を
盛
会
裡
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
を
機
に
、
国
産
材
の
活
用
が
見
直
さ
れ
て
い
る
中
、
県
下

一
の
ス
ギ
人
工
林
資
源
を
活
動
基
盤
と
す
る
当
森
林
組
合
で
は
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を

推
進
す
る
た
め
の
再
造
林
事
業
や
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
寄
与
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
用
チ

ッ
プ
の
生
産
、
木
材
の
安
定
流
通
に
向
け
た
共
販
・
製
材
事
業
、
さ
ら
に
は
、
森
林
環
境
譲

与
税
を
活
用
し
た
森
林
の
健
全
化
整
備
な
ど
で
、
県
内
の
森
林
組
合
系
統
を
牽
引
す
る
活
動

を
継
続
し
て
お
り
ま
す
。
他
方
、
本
年
度
か
ら
、
近
年
の
社
会
情
勢
と
職
員
の
働
き
や
す
さ

に
照
ら
し
て
、
完
全
週
休
二
日
制
を
導
入
し
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
雇
用
管
理
の
改
善
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
関
係
諸
機
関
と
緊
密
に
連
携
し
、
資
源
の
循

環
利
用
と
適
切
な
管
理
及
び
人
材
の
確
保
・
育
成
等
を
推
進

す
る
こ
と
で
地
域
の
中
核
的
担
い
手
と
し
て
の
責
務
を
果
た

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
組
合
員
を
は

じ
め
関
係
者
の
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
方
の
ご
多
幸
、
ご
健
勝
を
ご
祈
願
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令和６年４月１日より
相続登記の義務化が開始されます！

令和６年４月１日より
相続登記の義務化が開始されます！

　令和６年４月１日より「民法等の一部を改正する法律」が施行され、相続登記が義務化となります。
これにより、定められた期間内に所有権の移転登記手続きを行わないと、罰則規定が設けられること
になります。
　当組合で相続加入の手続きを行った方々の中にも、正式に所有山林の移転登記を実施されていない組
合員の方が多く見受けられます。所有山林の移転登記は当組合への相続加入手続きと別に法務局に対し
届出を行わなければならないので、移転登記をされていない方は司法書士等にご相談の上、移転登記の
実施をお薦めいたします。
　今回の改正のポイントについては以下のとおりです。

　相続により（遺言による場合を含む。）不動産を取得した相続人は、相続により所有権を

取得したことを知った日から３年以内に相続登記の申請しなければならない。また、遺産分

割協議の成立により、不動産を取得した相続人は、遺産分割協議が成立した日から３年以内

に、その内容を踏まえた登記の申請をしなければならない。なお、正当な理由※がないにも

かかわらず申請をしなかった場合には、１０万円以下の過料が科されることがある。

　なお、施行日より以前に相続となった場合も対象となりますので、ご注意ください。

※１．相続登記を放置したために相続人が極めて多数に上り、戸籍謄本等の必要な資料の収集や他の相続人

　　　の把握に多くの時間を要するケース

　２．遺言の有効性や遺産の範囲等が争われているケース

　３．申請義務を負う相続人自身に重病等の事情があるケース、など

・不動産を売れない、担保設定ができない

・権利関係が複雑になり余計な費用が必要に

・認知症等で遺産分割が困難に

・他の相続人の債権者による差し押さえも

・登記に必要な書類が入手困難に

相続登記手続きを

放置していると

こんなことにも

こんな心当たりはありませんか？こんな心当たりはありませんか？
□住宅、土地が亡くなった親又は祖父母の名義になっている（変更した記憶がない）

□遠方に土地があるが、何十年も現地を見に行っていないし謄本も見ていない

□名義人が既に他界しているが、どうしたら良いかわからずにそのままにしている

□家族構成に複雑な事情があるので今後の相続が不安だ ・・・など

当てはまる項目がある方は、近隣の司法書士へのご相談をお薦めいたします。
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（令和５年）
単位：円、上段（石当り価格）

　　　　　下段 ㎥ 当 り 価 格

本荘由利木材流通センター

高　　値 安　　値 平均価格

樹　種 材　長

　m

3.65

径　級

　cm
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　ギ

14下

16～22

24～34

出材量・販売量・販売率

１２月４日

12月：出品数量が少ないこともあったが、曲がり材も含め、引き合いが強く完売。単価も前月比で強含み。

(3, 395)
12, 223 

(3, 958)
14, 251 

(3,190)
11, 487 

(3, 374)
12, 149 

(3, 316)
11, 941 

(1, 889)
6, 802 

(1, 885)
6, 787 

(1, 888)
6, 798 

　　　　　　　　　　(3, 730)
13, 428 

371㎥(1,335石)・371㎥(1,335石)・100％

木材流通センター　由利本荘市西目町沼田字新道下

TEL０１８４-３２-１０８８　　FAX０１８４-３２-１０８９ TEL０１８４-３２-１０８０　　FAX０１８４-３２-１０８１

１０１９̶１ １０２０̶１製材工場『木香里』 由利本荘市西目町沼田字新道下

… 各種届け出のお願い …

　相続等による名義変更をされていない方は速やかにお手続きをお願いいたします。特に自己都合による
脱退については、今年度脱退の締切が令和６年１月末と期日が迫っておりますのでご注意ください。ご不
明な点がございましたらご遠慮なくお問い合わせください。

●賦課金納入

　令和５年度分の賦課金について、未納の方は速やかにご入金ください。納入方法、納入先、また納入
有無の確認等、ご不明の点がありましたらご連絡ください。

●相続届

　相続開始後９０日以内にご提出ください。郵便物が亡くなった方の名前で届いてしまうほか、補助申請
や選挙などに支障をきたす場合がございます。速やかにお手続きをお願いいたします。
　なお、法的に相続放棄をしている等で相続人がいない場合は当組合へお問い合わせください。

●法人、団体、代表者名の変更

　法人、団体、地域等、団体名で加入されている組合員様で、「団体名の変更」又は「代表者名の変更」
がございましたら届け出をしていただく必要がありますのでお問い合わせください。

●住所及び所有山林面積の変更届等

　組合からの郵送物が届かない、電話連絡が取れない方がいらっしゃいます。引っ越し等で住所や連絡
先に変更がありましたら、お早めにご連絡ください。また、所有山林面積に変更がある場合、来年度の
賦課金額に変更が生じるため、こちらもお早めにお手続きをお願いいたします。

●脱退届

　自己都合で組合から脱退をご希望される方の、今年度内の脱退届の提出締切は令和６年１月末となって
おります。締切日以降の提出となった場合は翌年度での脱退となり、令和６年度の賦課金の請求対象となっ
てしまうため、年度内の脱退をご希望の方は速やかにお手続きをお願いいたします。所有山林をすべて売
却した等の理由で組合員資格を喪失した場合の脱退については、令和６年３月末までにお手続きいただけ
れば今年度内の脱退となります。

第 147 号

令和６年１月１日

発　行森林組合だより森林組合だより森林組合だより

HP  h t tp : / /www.honmor i . com/　メール  honmor i @ t rad . ocn . ne . j p

本荘由利森林組合
由利本荘市水林３８１
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